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「馬毛島体験活動」を実施しました

　7月 23 日（月）に、青少年の自立心、協調心、探求心、自然・文化愛護心などを養うことを目的に、
市内の小学 5・6年生 10 名を対象とした「馬毛島体験活動」を実施しました。
　馬毛島のありのままの自然を活かした体験学習として実施しましたが、参加した児童も現在無
人島である馬毛島という非日常的な場所での活動に終始心を弾ませ、馬毛島が持つ豊かな自然を
満喫していました。

（馬毛島体験活動スケジュール）
時　間 行　　　　　程

7：00 　開会行事
　西之表港出発7：20

7：50 　入島行事

8：00 　事業実施（高坊港へ向け出発）
⇒葉山港～高坊港 2.5 ㎞遠足
⇒各所見学
（①ソテツやマゲシカなどの動植物②ガジュマルトンネル③製糖工場跡④旧馬毛島小・中学校）

9：20 　高坊港到着
⇒洲之崎小屋・高坊港散策

10：00 　高坊港出発

▲船に乗り込んで馬毛島に向けて出航だ！

▲入島行事・本日はお願いします！

▲高坊港へ向け元気いっぱいに行進だ！

▲高坊港での散策～ミズイカが泳いでいたね

▲馬毛島の動植物について市長が説明

▲トビウオ漁の漁業基地であった洲之崎小屋跡



10：30 　旧馬毛島小・中学校到着

⇒昼食・学校内散策（昼食…非常食）

11：40 　旧馬毛島小・中学校出発

12：10 　葉山港到着　⇒海水浴や魚釣り体験

14：00 　現地活動終了

14：30 　出港作業開始

15：00 　葉山港出港

⇒馬毛島周遊

16：00 　西之表港帰港

16：10 　閉会行事

16：20 　解散

暑かった「馬毛島」での体験活動　夏の楽しい思い出になったかな…

▲旧馬毛島小・中学校体育館にて ▲旧馬毛島小・中学校校舎前にて

▲津波石（こんな大きな石が津波で…） ▲葉山港での魚釣り（大物が釣れたかな？）

▲船に乗り込み馬毛島周遊
▲マゲシカがいたよー！

▲閉会行事・疲れたけど楽しかったね！ ▲船長さんへお礼のあいさつ
ありがとうございました！

■問い合わせ先　市役所企画課政策推進係　℡ 22-1111 内線 213



　

8
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
4
日

間
、
西
之
表
市
営
球
場
を
含
む
島
内
の

5
会
場
で
、「
国
土
交
通
大
臣
杯
第
11
回

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
村
田
兆
治
氏
の

提
唱
で
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
は
、
全
国

の
離
島
の
中
学
生
を
対
象
に
、
野
球
を

通
じ
て
島
と
島
の
交
流
を
図
り
、
子
ど

も
達
の
夢
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
寄
与

し
な
が
ら
、
島
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
通
称
「
離
島
甲
子
園
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

種
子
島
で
の
開
催
は
２
０
１
０
年
以

来
８
年
振
り
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
杯　

第
11
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会

８
年
振
り
に
種
子
島
で
開
催
！

全国離島 23 チームの主将と村田兆治氏（前列右から 6番目）
　

７
日
は
、
市
民
体
育
館
で
、
北
は
北

海
道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
全
国
の
離
島

か
ら
集
ま
っ
た
23
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
会
提
唱
者
の

村
田
兆
治
氏
を
は
じ
め
、
来
賓
の
方
々

か
ら
、
選
手
達
に
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

全
国
離
島
か
ら
23
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　

種
子
島
に
集
結

れ
、
プ
ロ
野
球
選
手
会
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

行
っ
て
い
た
組
み
合
わ
せ
結
果
が
発
表

さ
れ
、
各
チ
ー
ム
の
主
将
が
大
会
に
対

す
る
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

新
ゲ
ー
ム
!!
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
交
流

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
選
手
た

ち
は
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
日

本
プ
ロ
野
球
選
手
会
が
考
案
し
た
新

ゲ
ー
ム
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の

で
、
仲
間
が
捕
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
、

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
投
げ
る
こ
と

が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
９
人
１
チ
ー

ム
（
４
人
と
５
人
で
対
面
に
分
か
れ
る
）

が
、
２
分
の
間
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

何
回
で
き
た
か
で
勝
敗
を
決
し
ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
、
日
頃
の
練
習
で
培
っ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
ゲ
ー
ム
に
挑
み
、
楽

し
み
な
が
ら
も
試
合
へ
の
士
気
を
高
め

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
チ
ー
ム
同
士
の

混
合
チ
ー
ム
も
結
成
さ
れ
、
離
島
チ
ー

ム
同
士
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

▲組み合わせ発表後、壇上に集まった各チームの主将

▲キャッチボールクラシックに挑戦する
種子島中の生徒



【
大
会
結
果
】

優
勝
…
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー

ム
（
新
潟
県
）

準
優
勝
…
宮
古
島
ア
ラ
ラ
ガ
マ

ボ
ー
イ
ズ
（
沖
縄
県
）

3
位
…
種
子
島
中
学
校

 　
　
　

壱
岐
市
選
抜
（
長
崎
県
）

※
そ
の
他
、
M
V
P
を
含
む
7
人

の
個
人
賞
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
日
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
試
合
本
番
。

選
手
た
ち
は
、
島
内
の
各
会
場
に
別
れ

て
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
学
校
野
球
部
は
、
全
国
の
離

島
球
児
た
ち
を
相
手
に
大
接
戦
を
展
開
。

　

1
回
戦
で
は
、「
鳥
羽
選
抜
チ
ー
ム（
三

重
県
）」
と
対
戦
。
最
終
回
（
７
回
）
に

ツ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
る

も
、
要
所
を
締
め
、
２
‐
０
で
完
封
勝
ち
。

　

続
く
準
々
決
勝
（
９
日
）
は
、
第
７

回
大
会
の
種
子
島
中
優
勝
時
に
決
勝
で

戦
っ
た
相
手
、「
対
馬
ヤ
マ
ネ
コ
ボ
ー
イ

種
子
島
中
接
戦
の
末 

大
会
第
３
位
！

ズ
（
長
崎
県
）」
と
の
一
戦
。
１
回
に
先

制
点
を
許
し
、
５
回
ま
で
無
得
点
に
抑

え
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６
回
の
裏
、

セ
ー
フ
テ
ィ
バ
ン
ト
で
出
塁
し
た
選
手

を
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
ホ
ー
ム
に
返

す
な
ど
、
逆
転
に
成
功
。
接
戦
を
制
し

２
‐
１
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
２
試
合
目
と
な
っ
た
準
決
勝
。

対
戦
相
手
は「
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー

ム（
新
潟
県
）」。初
回
に
先
制
点
を
与
え
、

追
い
か
け
る
展
開
が
続
く
苦
し
い
試
合

展
開
。
４
回
と
６
回
に
同
点
に
追
い
つ

く
も
、
６
回
裏
、
再
び
逆
転
を
許
し
３

‐
６
で
試
合
を
終
え
ま
し
た
。
決
勝
進

出
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
３

位
と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
、
種
子
島
中
学
校
の
山
﨑
悠

慈
主
将
（
3
年
）
は
、「
ど
の
試
合
も
厳

し
い
試
合
だ
っ
た
。
負
け
て
し
ま
い
悔

し
い
思
い
は
あ
る
が
、
仲
間
と
楽
し
く

試
合
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
、
清
々

し
い
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

決
勝
の
舞
台
は

　

宇
宙
に
一
番
近
い
野
球
場

　

10
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
広
場
「
ス
ペ
ー
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
舞
台
に
立
っ
た
の
は
「
佐
渡
市

中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
」
と
大
会
２
連
覇

▲スペースフィールドで行われた決勝戦

中
の
「
宮
古
島
ア
ラ
ラ
ガ
マ
ボ
ー
イ
ズ

（
沖
縄
県
）」。
試
合
は
序
盤
に
ホ
ー
ム

ラ
ン
な
ど
で
２
点
を
奪
い
、
反
撃
を
1

点
に
抑
え
た
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー

ム
が
勝
利
。
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ま
さ
か
り
ド
リ
ー
ム
ス
」

の
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、
球
児
た
ち
は
熱

心
に
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

７７７７７
３
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調
月
間　

保
護
司
会
の
皆
さ

ん
が
市
長
を
訪
問

　

種
子
島
保
護
区
保
護
司
会
の
圖
師
和

俊
会
長
ら
５
名
が
来
庁
し
、
内
閣
総
理

大
臣
、
県
知
事
か
ら
の
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力
依
頼
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
回
で
68
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

優
良
系
統
さ
つ
ま
い
も
（
バ
イ
オ
苗
）

の
引
き
渡
し
式
が
種
子
島
高
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
市
に
引
き
渡
さ
れ

た
バ
イ
オ
苗
は
約
９
０
０
本
。
い
た
だ

い
た
バ
イ
オ
苗
に
よ
り
、
安
納
い
も
の

ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
地
域
活
性
化
へ
役
立

て
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

式
で
は
、
長
渡
大
輝
さ
ん
（
生
物
生

産
科
３
年
）
が
「
安
納
い
も
を
島
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
種
子
島
の
経

済
の
活
性
化
や
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
も
繋
が
れ
ば
」
と
挨
拶
の
中
で
期
待

を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
高
校
さ
つ
ま
い
も
バ
イ
オ
苗
提
供
で

地
域
農
業
に
貢
献
！

７７７７７
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第
26
回 

県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

 

市
代
表
と
し
て
榕
城
分
団
が
出
場
！

７７７７７
15

　

市
民
体
育
館
駐
車
場
で
、
第
26
回
県

消
防
協
会
熊
毛
支
部
消
防
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
消
防
団
が
、
日

頃
鍛
え
た
操
法
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
市
消
防
操
法
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
榕
城
分
団
が
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
と
も
に
出
場

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
優
勝
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
に
向
け
、
連
日

訓
練
さ
れ
て
い
た
榕
城
分
団
の
皆
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
優
勝
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
屋
久
島
町
、
ポ
ン
プ
車
の
部
中
種

子
町
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

榕城分団・小型ポンプの部 4位、ポンプ車の部 2位

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
横
山
盆
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
灯
で
披
露
！

７７７７７
15

　

今
年
３
月
に
国
の
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
と
な
っ
た
横
山
盆
踊
り
が
、
横
山

公
民
館
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
山
盆
踊
り
は
、
島
津
家
家
老
・
比

志
島
国
隆
と
そ
の
愛
あ
い
し
ょ
う妾
で
あ
っ
た
阿
久

根
千
代
女
と
の
悲
恋
物
語
に
ち
な
む
供

養
踊
り
で
す
。
物
語
の
内
容
は
電
子
紙

芝
居
と
い
う
形
で
紹
介
さ
れ
、
来
場
者

は
、
紙
芝
居
と
踊
り
を
興
味
深
そ
う
に

見
物
し
ま
し
た
。

　

長
野
貞
美
会
長
（
横
山
盆
踊
り
保
存

会
）
は
、「
地
元
の
協
力
で
立
派
な
踊

り
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

　

第
26
回
わ
れ
は
海
の
子
黒
潮
の
子

「
浦
田
遠
泳
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
小
学
校
５
、６
年
児
童
１
２
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
浦
田
海
水
浴
場
に
設
置
し

た
約
１
㎞
の
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
元
気
よ

く
「
エ
ン
ヤ
コ
ー
ラ
ー
」
と
掛
け
声
を

か
け
な
が
ら
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
約

１
３
０
名
が
伴
泳
者
、
監
視
員
と
し
て

参
加
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
泳
げ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
泳
ぎ
ま
し
た

　

わ
れ
は
海
の
子
・
黒
潮
の
子
「
浦
田
遠
泳
大
会
」

７７７７
26

７７７７
23
親
子
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
を
開
催

　

ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
の
相
撲
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　

親
子
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
が

鉄
砲
館
で
開
催
さ
れ
、
17
組
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
仕
組
み
や
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組

み
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽
光
で

動
く
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
を
工
作
し
、作
っ

た
バ
ッ
タ
で
相
撲
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
を
備
え
る

ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
は
、
電
球
の
光
を
あ

て
る
と
小
刻
み
に
振
動
し
ま
す
。
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
に
子
ど
も
た
ち
も
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
添
心こ

こ
あ愛

さ
ん
（
種
子
島
高
校
２
年
・
写

真
右
）
が
第
47
回
鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ

れ
あ
い
事
業
（
県
内
中
学
生
〜
18
歳
５
名
）

に
、
林
田
千ち
さ
と聖
さ
ん
（
同
２
年
・
写
真
左
）

が
県
青
少
年
海
外
ふ
れ
あ
い
事
業
香
港
交
流

コ
ー
ス
（
県
内
高
校
生
〜
30
歳
15
名
）
に
参

加
し
ま
す
。

　

村
添
さ
ん
は
、
７
月
に
県
内
で
行
わ
れ
た

岐
阜
県
の
青
少
年
と
の
交
流
に
参
加
。
来
年

　

県
の
各
ふ
れ
あ
い
事
業
で
種
子
島
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
！

は
岐
阜
県
を
訪
問
し
ま
す
。

　

林
田
さ
ん
は
８
月
末
か
ら
香
港
を
訪
問
し
、
現
地
の
青
少
年
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

２
人
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
英
語
力
を
高
め
た
い
」
と
意
気
込
み
、「
現

地
の
人
と
交
流
を
深
め
、
種
子
島
の
良
さ
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

８８８８
６
平
成
30
年
度
「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
・
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
」

支
援
（
協
賛
）
企
業
に
新
た
に
４
者
を
認
証

　

右
記
の
認
証
式
が
熊
毛
支
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県
管
理
道
路
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体
（
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
）

に
協
賛
、
活
動
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
企

業
を
「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
ト
・
タ
イ
ア
ッ

プ
事
業
協
賛
企
業
」
に
認
証
し
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
の
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
㈱
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
、
㈱
市
丸
タ
ク

シ
ー
、
㈲
種
子
島
自
動
車
学
校
、
ホ
テ
ル
・
レ

ク
ス
ト
ン
種
子
島
の
４
者
を
新
た
に
認
証
し
ま

し
た
。
こ
の
日
出
席
し
た
２
者
は
「
き
れ
い
な

道
路
環
境
と
な
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
協
力
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

認証書を手にする㈱市丸タクシー（中央）、
㈲種子島自動車学校（左から 2番目）の 2者



【材料】（4人分）
糸こんにゃく　　　　………　260 ｇ
いか　　　　　　　　………　60 ｇ
キャベツ　　　　　　………　120 ｇ
長芋すりおろし　　　………　50 ｇ
小麦粉　　　　　　　………　大さじ 5
溶き卵　　　　　　　………　1個
青ねぎ　　　　　　　………　40 ｇ
桜えび　　　　　　　………　10 ｇ
紅しょうがみじん切り………　4ｇ
削りがつお　　　　　………　4ｇ
青のり粉　　　　　　………　小さじ 1
一味唐辛子　　　　　………　小さじ 1
しょうゆ　　　　　　………　大さじ 1強

【作り方】
①　糸こんにゃくは熱湯でゆでて水けをきり、ざく切りにする。
②　いかは 1㎝の長さに切る。キャベツはせん切り。青ねぎは小口切り。　
③　たねの材料を混ぜる。
④　たねに、①、②、桜えびをよく混ぜる。　
⑤　フライパンを熱し、④を円形に 4枚焼く。
⑥　器に盛り、しょうゆをかけ、薬味をのせる。（一味唐辛子はお好みで）

第 136弾
こんにゃくのお好み焼き
満足のゆくボリューム感★種子島の旬の食材を

　　　　おいしく食べよう！

№17

…
夢
と
希
望
と
勇
気

　

北
海
道
・
礼
文
島
か
ら
沖
縄
・
石
垣
島
ま
で
23
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
第
11
回

全
国
離
島
中
学
生
交
流
野
球
大
会
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
大
会
提
唱
者
の
村

田
兆
治
さ
ん
は
「
夢
と
希
望
と
、
挑
戦
す
る
勇
気
」
を
球
児
に
伝
え
た
い
と
語

り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
を
大
会
観
戦
で
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

翌
日
、
安
納
の
西
之
表
市
営
球
場
で
始
球
式
に
立
っ
た
私
は
、
昔
の
安
納
飛

行
場
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
を
ロ
ケ
地
に
し
た
日
活
映
画
「
零
戦
黒
雲
一

家
」（
１
９
６
２
年
公
開
）
は
東
町
の
東
洋
館
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
主
演
の

石
原
裕
次
郎
は
当
時
、
長
嶋
茂
雄
選
手
を
讃
え

る
歌
「
男
の
友
情　

背
番
号
３
」
で
も
人
気
を

博
し
ま
し
た
。
名
選
手
に
憧
れ
た
少
年
の
日
の

記
憶
と
と
も
に
、
裕
次
郎
節
が
今
も
耳
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
「
離
島
甲
子
園
」
と
も
呼
ぶ
大
会
は
種
子
島

で
は
８
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
種
子
島
中
学
校

は
、
第
７
回
に
続
く
２
度
目
の
優
勝
を
目
指
し

ま
し
た
。
初
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た
準
々
決
勝
で

対
馬
ヤ
マ
ネ
コ
ボ
ー
イ
ズ
と
対
戦
。
一
回
表
に

１
点
を
失
っ
た
そ
の
裏
と
、
さ
ら
に
四
回
に
も

三
塁
ま
で
走
者
を
進
め
な
が
ら
今
一
歩
で
得
点

で
き
ず
、
０
‐
１
の
緊
迫
が
続
き
ま
し
た
。

　

終
盤
の
六
回
裏
１
死
後
、
二
番
打
者
が
三
塁

へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
成
功
で
出
塁
し
、
三
番
の
右
中
間
二
塁
打
で
生
還

し
て
同
点
。
四
番
の
犠
打
で
２
死
三
塁
と
し
、
続
く
五
番
の
右
中
間
三
塁
打
で

勝
ち
越
し
ま
し
た
。
劇
的
な
逆
転
勝
利
に
応
援
席
は
跳
ん
だ
り
跳
ね
た
り
の
大

喜
び
。
準
決
勝
で
は
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
堂
々
３

位
の
戦
い
ぶ
り
に
大
人
も
ち
び
っ
子
も
「
挑
む
勇
気
」
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
決
勝
戦
で
は
、
佐
渡
チ
ー
ム
が
宮
古
島
ア

ラ
ラ
ガ
マ
ボ
ー
イ
ズ
の
３
連
覇
を
阻
み
、
初
優
勝
し
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
敗
れ
た
チ
ー
ム
が
懸
命
の
応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。
次
回
開
催
地

は
長
崎
県
対
馬
。
ま
た
新
た
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

宇宙センターで行われた決勝戦

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　電話 24-3233

た
ね

薬
味



米寿を祝う会を開催します
　「米寿を祝う会」は、元気で 88歳を迎えられた方々が一同に集うことで、相互の親睦と自らの健康づく
りや生きがいづくりに役立てようという趣旨のもと平成 27年度から開催されています。
　対象者となる皆様には既に通知をしていますが、ご家族・親戚など、関係者の皆様だけでなく、お祝い
したいという皆様のご来場もお待ちしています。

【日時】９月 25日（火）14時～ 16時（予定）
【会場】市民会館１階ホール
【対象者】満 88歳の方（昭和 4年 10月１日～
　　　　 昭和 5年９月 30日生）及びその関係者など
【受給資格】9月 1日現在で本市に 1年以上住所を有する方で、
同月 30日現在で満 88歳の方。
【内容】市長より祝い金の支給、余興など

「敬老金支給事業」について
　市では高齢者の長寿を祝福し、敬老の意を表するため、敬老金を支給しています。
○平成 30 年度内に満１００歳になる方
　誕生日に市長が対象者宅等を訪問し、お祝いを述べ祝い金を支給する予定です。
○平成 30 年 9月 30 日時点で満１０１歳以上の方
　本年度は 9月 19日に市長、市議会議長が対象者宅等を訪問し、お祝いを述べ、祝い金を支給する予定です。

■問い合わせ先　市役所高齢者支援課高齢者支援係　℡ 22‐1111 内線 330

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
整
備

（
武
部
）
地
域
交
流
の
場
に

　

武
部
地
区
に
、
新
た
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
（
日
）
に
は
、
例
年
武
部

自
治
会
総
参
加
で
行
っ
て
い
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
こ
の
日
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
約
１
１
０
人
が

参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
は
風
通
し
の
良

い
休
憩
所
や
ベ
ン
チ
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
西
川
幸
一
氏
は
、「
人
が
集
ま
る

交
流
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
に
こ

や
か
に
話
し
ま
し
た
。

昨
年
開
催
の
様
子

▼

住
吉
漁
港
で
漁
業
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た

　

８
月
４
日
（
土
）
住
吉
漁
業
集
落
主

催
の
漁
業
体
験
が
住
吉
漁
港
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
魚
食
普
及
と
漁
業

に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

住
吉
小
学
校
の
児
童
な
ど
約
20
名
が
参

加
。
魚
の
つ
か
み
獲
り
や
魚
の
さ
ば
き

方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

つ
か
み
獲
り
体
験
で
は
、
協
力
し
て

魚
を
角
に
追
い
や
っ
た
り
、
さ
ば
き
方

体
験
で
は
ウ
ロ
コ
の
獲
り
方
や
包
丁
の

い
れ
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
し
て
、
児
童

は
真
剣
な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
、
貴

重
な
体
験
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。 協力して魚のつかみ獲りに挑む児童



　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
2
月
か
ら
、
新
た

な
公
共
交
通
手
段
と
し
て
、「
市
街
地
巡
回
バ

ス
〈
通
称
：
わ
か
さ
姫
〉」
と
「
デ
マ
ン
ド
（
予

約
）
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
〈
通
称
：
ど
ん
が
タ

ク
シ
ー
〉」
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
巡
回
ル
ー
ト
の
変
更
や
停
留

所
の
増
設
、
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
多
く
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
き
た
２
つ
の
運
行
形
態
は
、
人

口
減
少
や
市
街
地
周
辺
へ
の
偏
在
、
交
通
弱

者
の
通
院
・
買
い
物
手
段
の
確
保
と
い
っ
た

課
題
に
対
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
有

し
、
県
内
は
も
と
よ
り
九
州
管
内
で
も
「
地

域
公
共
交
通
の
優
良
事
例
」
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

乗ってみよう！
わかさ姫  と  どんがタクシー

西
之
表
市
の
公
共
交
通
は

２
つ
の
運
行
形
態
の
組
み
合
わ
せ

①
郊
外
〜
市
街
地
の
移
動

〈
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
〉
で
利
用
者
宅
ま
で
送
迎

＋
市
街
地
で
の
乗
降
箇
所
を
指
定

②
市
街
地
内
の
移
動

〈
わ
か
さ
姫
〉
で
循
環
方
式
の
2
系
統
（
北
回

り
・
南
回
り
）
か
ら
選
択

※
①
・
②
を
組
み
合
わ
せ
た
移
動
も
可
能

③
運
賃
を
一
律
方
式
で
設
定

④
全
車
両
を
イ
ラ
ス
ト
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

利用者の予約に応じて郊外と市街地間で区域運行
を行う乗合タイプのタクシー（市内 5路線）

西之表港を起点・終点に北回りと
南回りの 2 系統で市街地を循環す
る路線定期運行タイプの乗合バス

【
西
之
表
市
の
公
共
交
通
の
特
徴
】

デマンド型乗合タクシー 〈どんがタクシー〉

市街地巡回バス 〈わかさ姫〉



　

運
行
開
始
か
ら
6
年
が
経
過
し
、
わ
か
さ

姫
・
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
年
間
利
用
者
数
は
、

上
の
2
つ
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
と
も

に
利
用
者
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
満
足
度
調
査
に
お
い
て
も
、「
非
常
に
満

足
」・「
や
や
満
足
」
の
合
計
が
、
わ
か
さ
姫

は
28.

9
％
、
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
は
32.

2
％

と
い
う
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
に

愛
さ
れ
る
交
通
機
関
と
し
て
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

 　

地
域
公
共
交
通
は
、
利
用
者
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
・
助
け
合
い
な

が
ら
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
会

長
：
八
板
俊
輔
市
長
）
で
は
、
今
後
も
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
検
討
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
係
る
取
り
組
み
な
ど
を
継
続
し
、
引
き
続

き
安
定
的
な
運
行
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
乗
車
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
わ
か
さ
姫
や
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
を

知
ら
な
か
っ
た
方
、
使
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
な
ど
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
西
之

表
市
の
特
色
あ
る
地
域
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
利
用
方
法
・
ダ
イ
ヤ
等
に
つ
い
て

　

は
、
市
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
ら
な
る
利
用
者
増
に
つ
な
が
る

高
い
満
足
度
を
目
指
し
て

【
運
賃
割
引
制
度
】

わ
か
さ
姫
・
ど
ん
が
タ
ク
シ
ー
の
い
ず
れ
も
、

次
の
方
は
運
賃
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

乗
車
ご
と
に
本
人
に
よ
る
手
帳
や
返
納
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
未
就
学
児
や
足
腰
の
衰
え
な
ど
で
1
人
で
の
安
全
な
乗
降
が
困
難
な
方
に
は
、

　

危
険
防
止
の
た
め
、
必
ず
付
添
者
・
介
助
者
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳
又
は
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
被
交
付
者

・
第
1
種
身
体
障
害
者
の
付
添
介
護
人
1
人

・
高
齢
者
等
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

危
険
防
止
の
た
め

必
ず
付
添
者

「
く
ろ
し
お
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
制
作
の
ベ
ン
チ
が

バ
ス
停
と
ま
ち
を
鮮
や
か
に
彩
る

　

市
街
地
で
目
を
引
く
個
性
豊
か
な

ア
ー
ト
ベ
ン
チ
の
数
々
は
、
市
商
工
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
く
ろ
し
お
の
芸
術

祭
実
行
委
員
会
（
実
行
委
員
長
：
平
川

浩
さ
ん
、
西
町
）
の
「
く
ろ
し
お
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
市
民
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
協
同
制
作
し
た
も
の
で
す
。
現

在
ま
で
、
10
箇
所
の
停
留
所
に
合
計
14

基
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「天神橋」バス停のベンチ



　

８
月
30
日
〜
９
月
５
日
の
１
週
間

は
、
建
築
物
の
防
災
対
策
の
推
進
を
目

的
と
し
た
「
建
築
物
防
災
週
間
」
で
す
。

　

そ
こ
で
、
建
物
を
所
有
ま
た
は
管
理

し
て
い
る
皆
さ
ま
に
、
地
震
や
火
災
な

ど
の
災
害
で
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
注
意
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

「
地
震
へ
の
備
え
は

　
　

大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

昭
和
56
年
６
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た

全
て
の
建
物
の
所
有
者
は
、
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
に
よ
り
、
建
築
物
の
安
全

確
保
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
建

築
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
し
、
建
物

が
倒
れ
な
い
か
ど
う
か
、
建
物
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
耐
震
補
強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

「
火
事
の
と
き
、
安
全
に

　
　
　

避
難
出
来
ま
す
か
？
」

　

廊
下
や
階
段
、
防
火
扉
の
ま
わ
り
に

物
を
置
く
と
、
火
事
が
起
き
た
時
に
安

全
に
避
難
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
の
勢

い
が
早
ま
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で

日
頃
か
ら
注
意
、
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、長
崎
県
、福
岡
県
、埼
玉
県
で
、

防
火
扉
や
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
作
動
し

な
い
な
ど
の
不
具
合
で
、
被
害
が
大
き

く
な
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

防
火
扉
や
停
電
時
に
も
廊
下
や
階
段

を
照
ら
す
非
常
用
照
明
な
ど
の
設
備
が

正
し
く
作
動
す
る
か
ど
う
か
定
期
的
に

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

「
建
物
の
外
壁
が
落
下
す
る

　

恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　

建
物
の
外
壁
材
（
モ
ル
タ
ル
や
タ
イ

ル
な
ど
）
は
、
老
朽
化
す
る
と
落
下
し

て
、
通
行
人
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
落
下
す
る
恐
れ
（
ひ
び
割
れ

等
）
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
建
築
士
な

ど
に
点
検
を
依
頼
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
、

早
急
に
補
修
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
30
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
組
積
造
（
れ
ん
が
造
、
石
造
、
鉄
筋
の
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
造
）
の
塀
が
倒
壊
し
、

死
傷
者
が
出
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

古
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
劣
化
や
鉄
筋
の
不
足
等
に
よ
り
地
震
時
に
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で
あ
っ
て
も
、
現
行
の
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
、
管
理
者
の
皆
さ

ま
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
左
図
）」
を
用
い
て
点
検
を

行
い
、
危
険
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
建
築
士
や
専
門
業
者
に
相
談
し
、
補
修
や

撤
去
等
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ま
へ
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

国土交通省HPより一部転用：「ブロック塀の点検のチェックポイント」
　ブロック塀について、以下の項目を点検し、1つでも不適合があれば
危険なので改善しましょう。

　まず外観で 1～ 5 をチェックし、1つで
も不適合がある場合や分からないことがあ
れば、専門家に相談しましょう。
□ 1. 塀は高すぎないか…塀の高さは地盤か
　ら 2.2 ｍ以下か
□ 2. 塀の厚さは十分か…塀の厚さは 10cm
　以上か（塀の高さが 2ｍ超 2.2 ｍ以下の
　場合は 15cm以上）
□ 3. 控え壁はあるか（塀の高さが 1.2 ｍ超
　の場合）…塀の長さ 3.4 ｍ以下ごとに、塀の
　高さの 1/5 以上突出した控え壁があるか
□ 4. 基礎があるか…コンクリートの基礎が
　あるか

□ 5. 塀は健全か…塀に傾き、ひび割れはないか
〈専門家に相談しましょう〉
□ 6. 塀に鉄筋は入っているか…塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、縦横
　とも 80cm間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横
　筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか
　…基礎の根入れ深さは 30cm以上か（塀の高さが 1.2 ｍ超の場合）

建物の所有者・管理者の皆さまへ
～あなたの建物は安全ですか？～
　建物も健康診断をしましょう！

　■問い合わせ先
　　熊毛支庁建設課建築係　℡ 22‐1867
　　市役所建設課建築住宅係　
　　℡ 22‐1111 内線 238

　組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀の場合
　□ 1. 塀の高さは地盤から 1.2 ｍ以下か
　□ 2. 塀の厚さは十分か
　□ 3. 塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの 1.5 倍以上突出した控え
　　壁があるか
　□ 4. 基礎があるか　□ 5. 塀に傾き、ひび割れはないか
　〈専門家に相談しましょう〉□ 6. 基礎の根入れ深さは 20cm以上か



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
地
域
支
援
課
協
働
推
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
４

出
郷
者
会
だ
よ
り

第
20
回
東
海
西
之
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た　

７
月
１
日

（
日
）、
愛
知

県
名
古
屋
市

内
で
東
海
地

区
の
出
郷
者

会
「
東
海
西

之
表
会
（
木

原
幸
一
郎
会

長
）」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、

約
１
０
０
名

の
参
加
が
あ

り
、
本
市
か

ら
は
八
板
市

長
、
永
田
議

長
、
担
当
者

が
出
席
し
て
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、
役

員
の
方
々
に
よ
る
手
作
り
の
演
芸
が
人

気
で
、
今
回
も
役
員
総
出
の
演
出
に
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
盛
大
な
歓
声
が
起

こ
り
ま
し
た
。

第
21
回
関
東
種
子
島
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た　

７
月
７
日

（
土
）、
東
京
都

内
で
関
東
地
区

の
出
郷
者
会
で

あ
る
「
関
東
種

子
島
会
（
桑
山

貢
会
長
）」
が

盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約

２
０
０
名
の
方

が
参
加
し
、
本

市
か
ら
は
、
八

板
市
長
、
永
田

議
長
、
担
当
課

長
が
出
席
し
て

多
く
の
方
と
の

意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

会
に
は
地
元
出
身
で
歌
手
の
大
門
三
郎

さ
ん
や
小
倉
新
二
さ
ん
も
出
席
さ
れ
、

お
な
じ
み
の
歌
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

関
東
種
子
島
会
か
ら
市
と
種

子
島
中
学
校
に
記
念
品
と
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

７
月
７
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
関

東
種
子
島
会
で
、
本
市
の
市
制
施
行
60

周
年
を
記
念
し
て
記
念
品
と
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
品
は
、
陶
芸
家
の
高
井
進
氏
の

作
品
で
あ
る
陶
額
１
点
と
日
本
工
機

（
株
）
製
の
聖
火
ト
ー
チ
30
個
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
子
島
中
学
校
の
教
育
資

金
に
充
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
７
月
13
日
に
八
板

市
長
か
ら
種
子
島
中
学
校
濵
元
良
太
校

長
に
直
接
手
渡
さ
れ
、「
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
田
勇
夫
氏
か
ら
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）」

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

７
月
８
日
（
日
）、
茨
城
県
水
戸
市

在
住
の
池
田
勇
夫
氏
（
本
市
国
上
出
身
）

か
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
１
０
０
万
円
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

池
田
氏
は
昨
年
も
同
様
に
１
０
０
万

円
の
寄
付
を
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
西
之
表

市
が
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
関
東
か

ら
応
援
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲いただいた寄附を濵元
校長（種子島中・右）に
手渡しました

▲池田勇夫氏（右）



あ
ん
と
き
ゃ

　
　

こ
わ
ん
じ
ゃ
っ
た

市
制
施
行
60
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
７

西之表市の発足

※
文
字
の
表
記
は
当
時
の
ま
ま

「
昭
和
34
年
1
月
1
日
発
行　

市
報
に
し
の
お
も
て
第
１
号
」
か
ら
抜
粋

　

市
制
施
行
を
祝
う
市
民
の
よ
ろ
こ
び
は
火
の
カ
タ
マ
リ
と
な
っ
て
こ
と
ご

と
く
記
念
祝
賀
行
事
に
集
中
さ
れ
た
。
わ
け
て
も
十
一
月
三
日
の
市
制
施
行

記
念
祝
賀
市
民
体
育
大
会
の
人
出
は
、
市
の
隅
々
も
あ
ま
す
こ
と
な
く
根
こ

そ
ぎ
に
集
つ
た
観
が
あ
つ
た
。
こ
の
日
の
心
に
く
い
ま
で
に
す
み
渡
つ
た
秋

空
に
、
高
く
高
く
日
章
旗
と
市
章
旗
が
掲
揚
さ
れ
た
時
は
西
村
市
長
を
は
じ

め
並
い
る
市
民
の
頬
に
は
感
激
の
涙
が
つ
た
わ
つ
て
い
た
。

　

さ
る
十
月
七
日
、
広
瀬
一
郎
氏
（
松
畠
）
あ
て
に
、
東
京
在
住
の
黒
木
哲

郎
氏
（
松
畠
出
身
）
か
ら
ハ
ガ
キ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
そ
の
全
文
と
裏
面

に
え
が
か
れ
た
画
を
載
せ
て
出
郷
者
の
よ
ろ
こ
び
の
声
と
し
ま
す
。

　

西
之
表
市
誕
生
の
報
は
、
既
に
東
京
在
住
の
人
達
に
は
知
れ
渡
つ
て
い
ま

　

す
。
あ
ち
こ
ち
私
が
電
話
し
ま
し
た
ら
み
ん
な
「
こ
つ
ち
の
方
が
早
く
知

　

つ
て
い
た
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
鼻
息
で
し
た
。
み
ん
な
心
か
ら
祝
福
し

　

て
い
ま
す
。　
　

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ　

祈
御
発
展

【
日
時
】
９
月
30
日
（
日
）

　
《
受
付
》
８
時
30
分
〜
９
時

　
《
式
典
》
９
時
〜
12
時
30
分

【
会
場
】
市
民
会
館

【
内
容
】

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
西
俣
集
落
「
め
で
た

節
」

○
市
民
表
彰

○
記
念
講
演
…
「
種
子
島
か
ら
大
阪
へ
‐

西
村
天
囚
の
偉
業
‐
」

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…「
ふ
る
さ
と
の
歌
」

○
西
之
表
市
の
あ
ゆ
み
展
（
写
真
・
映
像
）

な
ど

　

ど
な
た
で
も
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１　

内
線
２
０
７

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
！

《
講
師
》
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　

教
授　

湯
浅　

邦
弘　

氏

《
内
容
》

　

西
村
天
囚
は
、
西
之
表
市
出
身
の
漢

学
者
で
す
。
東
京
大
学
官
費
生
を
経
て
、

大
阪
朝
日
新
聞
の
記
者
と
な
り
、
コ
ラ

ム
「
天
声
人
語
」
の
名
付
け
親
と
さ
れ

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

　

ま
た
、江
戸
時
代
の
漢
学
塾「
懐
徳
堂
」

の
復
興
運
動
を
主
導
し
ま
し
た
。
天
囚

が
亡
く
な
っ
て
間
も
な
く
１
０
０
年
。

日
本
近
代
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
郷

土
の
偉
人
「
西
村
天
囚
」
の
偉
業
を
振

り
返
り
ま
す
。

▲ 50 周年記念式典の様子

記
念
講
演
「
種
子
島
か
ら
大

阪
へ
‐
西
村
天
囚
の
偉
業
‐
」

昭和 33 年 10 月 1日

▲記念祝賀市民体育大会入場式、於種子高

　

市
制
施
行
60
周
年
記
念
楽
団
（
西
之

表
市
民
合
唱
団
コ
ー
ル
わ
か
さ
、
し
ま

の
ね
リ
ン
ガ
ー
ズ
、
榕
城
小
学
校
児
童

合
唱
団
）
を
結
成
し
、
私
た
ち
の
身
近
な

種
子
島
の
歌
を
中
心
に
、「
ふ
る
さ
と
の

歌
、
友
好
の
歌
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
一

緒
に
口
ず
さ
ん
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
ふ
る
さ
と
の
歌
・
友
好
の
歌
」

〜
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
共
に
〜



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

８
月
２
日
（
木
）
〜
５
日
（
日
）、「
わ

く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
」
を
２
年

ぶ
り
に
実
施
（
昨
年
は
台
風
の
た
め
中
止
）

し
、
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
宿
泊
場
所
で
あ
る
「
国
立
大

隅
青
少
年
自
然
の
家
」
に
到
着
。
協
力
し

て
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
を
張
り
終
え
る

と
、
す
ぐ
に
夕
食
の
カ
レ
ー
作
り
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。
か
ま
ど
の
火
お
こ
し
に

は
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

班
で
役
割
分
担
を
し
て
、
お
い
し
く
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
も
行
い
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
鹿
屋
市
子
ど
も
会
」
と
の

交
流
活
動
。
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
市
の
紹
介
も
行
い
、
他
市
の
こ
と
を

知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
万
滝

ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
挑
戦
。
高
隈
山
系
の
山

奥
に
あ
る
万
滝
を
目
指
し
、
片
道
約
５
km

の
険
し
い
山
道
を
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま

し
た
。

　

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
た
ど
り
着

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
を
実
施
し
ま
し
た
!!

親
子
読
書
会
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

市
立
図
書
館
で
は
毎
月
第
２
土

曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
「
お
話
会

グ
ル
ー
プ
・
お
は
な
し
の
と
び
ら

と
ん
と
ん
」
に
よ
る
親
子
読
書
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
は
30
分
程
度
で
、
対
象
は
、

乳
幼
児
か
ら
小
学
生
く
ら
い
ま
で

で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
事
や
季
節

に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
・
大
型
絵
本
・

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
で
、
間

に
わ
ら
べ
う
た
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を

取
り
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
本
に
親
し
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
30
分
大
丈
夫
か

な
？
」
と
ご
心
配
の
方
。
途
中
入

退
場
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
７
月
の
親
子
読
書
会
の
様
子

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
25
名
）

７
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
絵
本
「
３
０
０
０
０
こ
の
す
い
か
」

・
絵
本
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

・
手
遊
び
「
は
や
し
の
な
か
か
ら
」

・
詩｢
ふ
た
り
の
あ
さ
ご
は
ん｣

・
絵
本
「
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
」

・
大
型
絵
本
「
た
な
ば
た
バ
ス
」

い
た
先
に
は
、
約
54
ｍ
と
い
う
落
差
を
誇

る
雄
大
な
万
滝
が
出
迎
え
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
冷
た
い
滝
の
水
に
足
を
浸
け
、
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
休
憩

を
取
り
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
大
変
き

つ
い
道
の
り
で
し
た
が
、
全
員
無
事
に
完

歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
泊
４
日
、
親
元
を
離
れ
、
集
団
生
活

を
送
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
生

活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
要
件
１
…
初
診
日
（
※
１
）
の
あ
る
病

気
や
け
が
で
、
障
害
認
定
日
（
※
２
）
に

お
い
て
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
障
害

等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
き
。

○
要
件
２
…
初
診
日
の
時
点
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

◆
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
。

◆
20
歳
未
満
で
あ
る
。

◆
60
〜
65
歳
で
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
（
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求
し

て
い
る
場
合
を
除
く
）。

○
要
件
３
…
初
診
日
の
前
日
に
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
と
き
。

（
原
則
）
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の

２
以
上
の
期
間
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は

免
除
さ
れ
て
い
る
。

（
特
例
）
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
納
付
ま
た
は

免
除
が
さ
れ
て
い
る
。

○
障
害
年
金
の
種
類

◆
障
害
基
礎
年
金
…
初
診
日
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合

●
契
約
条
件
は
自
分
で
よ
く
確
認
！

　
　
　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約
」

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
旅
行
予
約
は
店
舗
で
の
予
約
と
異
な

り
、
対
面
で
詳
し
く
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

利
用
規
約
等
を
よ
く
読
み
、
予
約
内
容
や
キ
ャ
ン
セ
ル
、
変

更
な
ど
の
契
約
条
件
は
、
申
し
込
み
の
前
に
自
分
自
身
で
よ
く

確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◯
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
基
本
情
報
（
名
称
、
住
所
、
代
表
者
、

日
本
の
旅
行
業
登
録
有
無
等
）
や
顧
客
対
応
窓
口
へ
の
問
い
合

わ
せ
手
段
等
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

海
外
事
業
者
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
の
場
合
は
日
本
語
対
応
の

可
否
も
調
べ
ま
し
ょ
う
。

◯
申
込
時
に
は
、
予
約
内
容
が
確
認
で
き
る
画
面
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
予
約
後
は
予
約
確
認
メ
ー
ル
を
す
ぐ
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

不
測
の
事
態
に
備
え
て
画
面
を
印
刷
し
、
精
算
が
完
了
し
旅

行
が
終
わ
る
ま
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306

　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

【
事
例
１
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外
航
空
券
の
申
し
込
み
を
し
た
が
行
け

な
く
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た
い
が
電
話
も
つ
な
が
ら
ず
、

メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
返
信
が
来
な
い
。

【
事
例
２
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
４
か
月
先
の
海
外
の
ホ
テ
ル
を
予
約
し

た
。
翌
日
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
が
、高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
。

※
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
か
ら
抜
粋

◆
障
害
厚
生
年
金
…
初
診
日
に
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合

○
障
害
基
礎
年
金

《
年
金
額
》

　

１
級　

97
万
４
１
２
５
円

　

２
級　

77
万
９
３
０
０
円

《
子
の
加
算
額
（
１
人
に
つ
き
・
年
齢
制

限
有
）》　

　

２
人
ま
で　

22
万
４
３
０
０
円

　

３
人
目
か
ら　

７
万
４
８
０
０
円

○
障
害
厚
生
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
。

障
害
の
状
態
が
２
級
に
該
当
し
な
い
軽
い

程
度
の
障
害
の
と
き
は
３
級
の
障
害
厚
生

年
金
を
支
給
。

【
相
談
・
手
続
き
先
】

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係
、
出

張
年
金
相
談
会
（
９
月
は
25
日
、
26
日
開

催
、
予
約
は
19
日
ま
で
に
国
保
年
金
係

へ
）、
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

※
１
初
診
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の
診
断
を

受
け
た
日

※
２
障
害
認
定
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
に
つ
い
て
初
診
日
か
ら
１
年
６

か
月
が
過
ぎ
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
か
月
以

内
に
そ
の
病
気
や
け
が
が
治
っ
た
日
（
症
状

が
固
定
し
た
日
）



宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験
学
習

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

●
７
月
28
日
（
土
）
認
知
症
カ
フ
ェ
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
カ
フ
ェ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
９
回
目
の
認
知
症
カ
フ
ェ
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
（
百
合
砂
診
療
所
２
階
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
介
護
経
験
者
や
認
知
症
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方

な
ど
33
名
の
方
が
参
加
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
知
識
や
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
に
つ
い
て
動
画
な
ど
で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
自
由
に
語
り
合
っ
た
り
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
ほ
っ
」

と
で
き
る
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

７
月
11
日
（
水
）
〜
13
日
（
金
）

の
３
日
間
、
種
子
島
中
央
高
校
の
生

徒
２
名
が
宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を

学
ん
だ
後
、
館
内
を
巡
回
し
、
施
設

案
内
ツ
ア
ー
に
便
乗
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
館
内
案
内
と
施
設

案
内
ツ
ア
ー
の
案
内
文
を
練
習
し
て

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
３
日
間

の
職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
た
ち
の

様
子
や
、
働
く
楽
し
さ
大
変
さ
を
学

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

秋
の
星
座
を
楽
し
も
う

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245

▼

　

秋
の
星
座
は
、
明
る
い
星
が
少
な

く
な
り
ま
す
が
、
宵
の
口
に
は
ま
だ

夏
の
星
座
が
見
え
、
深
夜
に
は
冬
の

星
座
も
の
ぼ
っ
て
き
ま
す
。
秋
の
星

空
の
目
印
は
「
秋
の
四
辺
形
」
で
す
。

秋
の
四
辺
形
は
、
ペ
ガ
サ
ス
座
の
胴

体
を
形
ど
っ
て
お
り
北
東
に
は
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
座
の
姿
も
見
え
ま
す
。
夕

涼
み
し
な
が
ら
秋
の
夜
空
を
観
察
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

特
別
公
開
を
開
催
！

　

ス
テ
ー
ジ
出
展
希
望
者
を
募
集

　

延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
特
別
公
開
を
開
催

し
ま
す
。
50
周
年
記
念
限
定
の
企
画

も
あ
り
、
こ
の
後
も
少
し
ず
つ
内
容

を
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ

と
し
て
、
有
志
の
方
々
に
よ
る
ス

宇
宙
科
学
技
術
館
開
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

９
月
11
日
（
火
）
の
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
７

号
機
打
上
げ
に
伴
い
、
宇
宙
科
学
技

術
館
は
次
の
日
程
で
運
営
し
ま
す
。

開
館
日
…
９
月
10
日
（
月
）
９
時
30
分

〜
17
時
、
11
日
（
火
）
12
時
〜
17
時

※
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は
10
日
（
月
）

運
行
、
11
日
（
火
）
は
運
休
し
ま
す
。

休
館
日
…
９
月
12
日
（
水
）

※
打
上
げ
が
延
期
の
場
合
、
開
館
日

も
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
宇
宙
科

学
技
術
館
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
９
月
21
日
は
、『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
』
で
す
。

　

１
９
９
４
年
に
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
が
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、
本
人
や
家
族
が
心
穏
や
か
に
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
毎
年

９
月
21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
で
は
、
９
月
21
日
を
含
む
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週

間
を「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」と
し
て
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

館
内
案
内
の
様
子

▼

ツ
ア
ー
案
内
の
様
子

テ
ー
ジ
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
出

演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
① 

団
体
名
、

② 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
内
容
、
③
人
数
、

④
代
表
者
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
応
募
が
想
定
を
超
え
る
場
合
は
選
考

を
行
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
連
絡
先

tane-koho@
jaxa.jp

Fax
２
６
‐
９
１
０
０



発生件数　 13 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 13 人

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3719 4144 7863 3967
上西 238 255 493 269
下西 1052 1179 2231 1173
国上 526 570 1096 588
伊関 191 207 398 212
安納 200 219 419 229
現和 603 626 1229 673
安城 146 157 303 168
立山 48 44 92 51
中割 44 44 88 56
古田 179 221 400 199
住吉 416 467 883 496

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　57件
うち急病　40件

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

　

琉る

い海

男
賢
志

真
衣
子
鹿
児
島
市

　

真ま
ひ
ろ宙

女
勇
樹

千
夏

中
西

成
尾　

明あ
き
と翔

男
義
明

梨
紗

池
野

安
田　

創
は
じ
め

男
祐
ニ

ま
ど
か
福
岡
県

田
上　

瑛え

い

る琉

男
稔

佐
登
里
深
川

瀬
川　

世よ
あ
な空

男
実
明

真
由
美
深
川

竹
下　

和わ

か

ば
日
葉

女
清
一
朗
朋
子

中
西

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
8
月
10
日
受
付
分
）

健
ややや
か
な
か
な
か
な
か
ななななな
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
成
長
を
お
を
お
を
お
を

祈
りり
いいいい
た
い
た
いいい

う
ぶ
ご

え

［人口］
全体 15,495 人（－ 9）
男性 7,362 人（± 0）
女性 8,133 人（－ 9）
［世帯数］

世帯（－ 3）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

小
倉　

初
男

野
木
平

小
倉　

ハ
ル

千
田　

ト
モ
コ
朝
日
が
丘
中
元　

惠
美
子

下
園　

利
成

愛
知
県

下
園　

純
子

千
田　

由
美
子
榕
城
中
目
千
田　

隆
司

江
口　

義
盛

桃
園

江
口　

シ
ヅ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご

寄
付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
6
月
受
付
分
）

香
典
返
し
寄
附

香
典
返
し
寄
附

社
協
だ
よ

り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
〜
8
月
10
日
受
付
分
）

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
く
や

み

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

田
中　

ヒ
ロ

96

洲
之
崎

宮
田　

ツ
ル
エ

85

川
迎

平
野　

ヱ
ム
子

86

形
之
山

大
石
　

ハ
ナ
ヱ

96

今
年
川

岩
坪　

ノ
ブ

88

塰
泊

川
口　

シ
ノ

89

美
浜
町

北
山　

ハ
ル

92

近
政

新
村　

マ
サ
ヱ

78

岳
之
田

矢
野　

セ
ツ

95

西
町

國
村　

利
元

69

桜
園

長
野　

秋
男

82

小
牧

下
嶋　

ア
キ
エ

88

番
屋
峯

石
元　

時
一

83

池
之
久
保

黒
﨑　

辰
芳

77

池
野

坂
元　

文
男

87

国
上
中
目

平
原　

チ
サ

100

軍
場

沖
田　

カ
ズ
子

87

沖
ヶ
浜
田

年齢 人数
10歳以下 1397
11 歳～ 20歳 1169
21 歳～ 30歳 906
31 歳～ 40歳 1473
41 歳～ 50歳 1783
51 歳～ 60歳 2107
61 歳～ 70歳 2751
71 歳～ 80歳 1986
81 歳～ 90歳 1586
91 歳～ 100 歳 329
101 歳以上 8
（65歳以上） 5597

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

・
地
域
安
全
運
動
を
実
施

し
ま
し
た

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
及
び

地
域
安
全
運
動
の
出
発
式
が
池
田

港
前
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
池
田
港
前
交
差
点
を

中
心
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
、

種
子
島
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
制
作
し
た

チ
ラ
シ
や
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

啓
発
物
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
・

地
域
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月

掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

短
冊
に
一
刻
早
い
救
い
の
手
特
別
警
報
解
除
願
っ
て

ア
ジ
サ
イ
は
花
咲
き
ほ
こ
り
雨
を
浴
び
輝
き
増
し
て
朽
ち
て
夏
来
る

新
緑
に
友
と
吟
行
い
に
し
え
を
辿
り
足
と
め
短う

た歌
一
首
詠
む

土
手
に
咲
く
鉄
砲
百
合
は
群
れ
な
し
て
母
は
亡
く
と
も
季
節
巡
り
て

思
い
出
す
六
十
年
前
の
わ
が
街
は
七
万
の
瞳
が
輝
い
て
い
た

七
夕
の
短
冊
に
こ
め
し
願
い
事
天
へ
と
届
け
苑
の
庭
よ
り

宵
早
く
蛍
火
三
つ
何
処
よ
り
迷
う
て
お
い
で
か
し
ば
し
眼
で
追
う

久
び
さ
に
漬
け
し
辣

ら
っ
き
ょ
う韭
日
付
け
貼
り
瓶
置
く
棚
は
目
の
届
く
位
置

川
底
に
う
ご
く
ツ
ガ
ニ
の
三
匹
を
捕
え
し
手
よ
り
逃
し
て
や
り
ぬ

丘
に
立
ち
海う

な
ば
ら原

眺
め
あ
り
が
た
し
そ
の
む
か
し
人
住
み
着
き
し
か
な

仰
ぐ
空
果
て
し
な
く
澄
み
満
月
の
光
や
さ
し
く
地
を
照
ら
し
い
る

父
を
越
え
母
に
は
遠
い
年
重
ね
淋
し
さ
誘
う
盆
提
灯

赤
尾
木
橋
そ
の
脚
も
と
を
ひ
た
濡
ら
し
川
た
い
ら
か
に
夏
陽
に
匂
う

筆
ま
め
な
友
へ
の
返
事
も
ど
か
し
く
ぎ
こ
ち
な
い
手
で
詫
び
る
ふ
み
月

雨
降
れ
ば
思
い
出
し
ま
す
初
恋
を

一
瞬
に
流
れ
る
星
に
君
想
う

桜
園
・
今
井
多
輝
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

花
里
崎
・
園
田　

時
博

小
牧
・
田
上　

那
枝

西
俣
・
西
田　

治

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

本
立
・
吉
永　

正

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野
・
吉
原
三
保
子

上
古
田
・
山
下　

和
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
さ
お
り

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ひ
と
み

区　分 島内産 島外産
入荷量 16 トン 21 トン
37 トン （43％） （57％）
取引額 527 万円 469 万円
996 万円 （53％） （47％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 300 198 2,596 485
葉 茎 菜 類 617 99 6,310 1,107
果 菜 類 3,635 975 4,044 1,128
そ の 他 6,586 1,873 3,805 681
小 計 11,138 3,145 16,755 3,401

果
物
類

かんきつ類 0 0 441 191
果 瓜 類 3,819 668 1,353 214
そ の 他 778 735 2,192 685
小 計 4,597 1,403 3,986 1,090

鳥卵・加工品等 151 68 670 200

花　類
26,691

656
0

0
本 本

青
果
状
況
【
7
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
9
月
の
休
み
》　

2
日
・
5
日
・
9
日
・
12
日
・
16
日
・
17
日
・

23
日
・
24
日
・
30
日

　

鉄
砲
館
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
西
郷
ど
ん
の
登
場
人
物

「
川
口
雪
篷
」
の
書
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

川
口
雪
篷
は
、
西
之
表
市
納

曽
出
身
の
陽
明
学
者
。
西
郷
と

は
沖
永
良
部
島
で
暮
ら
し
た
時

期
が
重
な
り
、
そ
の
後
も
深
く

関
わ
り
を
持
っ
た
人
物
で
す
。

　

な
お
、
川
口
雪
篷
の
書
の
み
の

観
覧
は
無
料
で
、
展
示
は
今
年
度

中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー（
鉄
砲
館
）

℡
２
３
‐
３
２
１
５

ジャパンプロサーフィンツアー 2018
ショートボード第 6戦

サーフアイランド種子島プロ

【
開
催
日
】
９
月
27
日
（
木
）
〜
30
日
（
日
）

【
場
所
】
南
種
子
町
竹
崎
海
岸
（
気
象
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）

　

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
大
会
は
日
本
代
表
を
目
指
す
選
手
も
参
加
す
る
大
会
で
す
。

　

日
本
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
の
大
会
で
国
内
最
高
峰
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

サ
ー
フ
ィ
ン
ツ
ア
ー
の
一
戦
。
27
日
（
木
）
に
行
わ
れ
る
、
プ
ロ
を
目
指
す
ア
マ

チ
ュ
ア
に
よ
る
プ
ロ
ト
ラ
イ
ア
ル
に
は
地
元
選
手
も
出
場
し
ま
す
。
国
内
ト
ッ
プ

プ
ロ
の
技
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　

サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
Ｐ
Ｒ
協
議
会
事
務
局
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）

　

℡
２
７
‐
１
１
１
１

鉄
砲
館
で「
川
口
雪せ

っ
ぽ
う篷

」の
作
品
を
展
示
中
！

開催！
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5

日 昇 製 糖 工 場
PP


